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増殖について

-特にホノレモン処理による一一

_}�: 
f 、 頭

I はしがき
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現在伺肥料木として，英国トゲナシユセアカシヤは需要が多しその急:辿な府組がのぞまれ

ているが， )15.木はほとんどサシキ(幹抑と根押)によってふやされている現状である。サシキ

にあたっては，一般にi且湿度・光線・安気をサシホが発根するまでにたえ十充分ならしめると

とが肝要で、あるが，とのほかに市清をたかめる手段として，サシキする前に，サシホの基71官を

生長ホルモンで処理する方法がある。 この方法は， 1935 年にクーパーが， ß インドール酷酸

をもって処理し，レモンのサシキによく放jを発したのがはじめである 1) が，林Jk__上 iこも生長ホ

ルモンを応JIJ した研究業経が発表さ 4 1..，サシキの祈fff率をいちじるしくたかめるとともに，ふ

つうではサシキでふやすととがむヂ・かしいか，ほとんどできないとされτ いる右政見の樹木につ

いても，できるようになってきた。

生長ホルモンの使いかたにはいろいろあるが，基木的には 10、15cm くらいにサシホを切

りとし必部の~をのぞき，サシホの基部をホルモン液にー底夜ヒタし，ついでこれをサシド

コに押し，よくまわりを;J!Pえて也当に泌水するのが搾川されている。

現在一般にJiJいられている発根促進剤には，。インドール酷酸(ヘテロオウキシン) ， αナフ

タリン酷酸，インドール酷酸などがある。その1~\. 、かたとしては，ラノリン可決干f法， r主射法，

撒:{rî法，泣武法，タルク処111[などがあるが，ほ漬法!土操作がカンタンで ， fC~I立がうすくてもい

いし，有効濃度が広い等の特徴をもっているので，木本航物には最も多く.fg2川されている。さ

いきん， 1"ルートン」のように，粉剤としてサシホの基古líにマプす方法が簡便.なので，実際而

に浸透してきだした。

筆一者者は， ミキサザ‘シ (stem-cutting) とネザ、シ (ro∞O坑t-cut抗ting幻) による英国トグナシのふやし

かたtに乙ついて-一

め発支する O

(1) 高知支場造林研究室
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(Phot. 1 ~2) ミキザシH 

日ナフタリン酷酸ソーダの濃度と，直径との組合せ試験:))その1.

し試験に供した-I?dfllは，雌lこ 1古む1ìÞ'il.l::iH:でp 長二L: 20~30 cm のドは，計千 j:}# 々として，

たがって ， 1~~Jk.力にと l玄しい。加うるに Uf交の作JIJlも ;WUk ・"従・放.J+~ ・施IJ巴等いっさいゐと

なわなかった。かかるわるい条n下で， íJJj芽ブjの強い英国トヂナシがどのくらいtll放なとりあ

っかいに桝えて実111価肌のあるllJi本が生産できるかを試験した。

の条1'1こドで比較ii式験をむとTable 1 のような処よIP'ならびに也径のキ11.介せにより， Table 2 

なった。

Phot. 2 

水平拐しによる英国トゲナシの

幹抑しWi
(1953.]0.26 写す)

Phot. 1 

斜め捕しによる英国トゲナシの幹掃苗
(1953.10.26 写す)

Table 2. 

場 所高知果幡多郡大正町田野々 300

母樹年令 2年

採穏年令 1~2 年

採穏期 195] 年 3 月 24 日

挿 付 期 1951 年 3 月 25 日(サシボは前日より浸水なら

びに薬液処理)

穏長10cm

ザシホ直径 2~12mm

サシホ切断法馬蹄形切返

挿付距離 15cm

挿付深さ 7cm

掃付角度直角

件

大E試験地

ぺ<:.
'5f' 目項

直径本数
(mm) 

上

0

同
日

上同

10 

10 

50 

30 

" 

2~ 4! 

I 5~ 7j 
辺、|

8~12 ， 

1 計 i

'1 

0.01% の α ナフタリン 1
酷酸ソ戸〆に 12時間浸漬 j
0.05% の出ナフタリン l 
宮古酸ソ戸グに 12時間浸漬 j

合計

Table 1. 

処辺方法

処無
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1951 年 7 月 11 日調ぺた幸民共を Fig. 1 IC , 11 月 6

日調べた結以を， Fig. 2, Fig. 3 I乙しめず。

1. 直径・薬液処理濃度と活着率

直径が大となるほど，発根能力は大きい。すなわち，

F ,. 
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7民処理のものにあっては， j也径 2~4mm の 47% にた

事。

いし， 5~7 mm :i2よぴ 8~12mm のものは，それぞれ 4-0 

90%, 100% の間着率をしめしている。また， O.OU�:i2 3D 

よぴ 0.05% 処理のものにあっては， j山径 2~4mm の ヨ
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-4 宮 -7 8-12 m.m 必よぴ 8~12mm のものにるつては， 100% の市若を

しめしている。ホルモン処理の効果は，直径の小なるも
Fig.l 直径・薬液処理i濃度と活着率

のほどいちじるしし直径 5~7mm のものが，無処血 13 
90%，処理 100% にたいし， 2~4mm のものは，無処 90 世上高

0--

理 47% にたいし，有処理 70~73% という煮乞しめし 80 I 九
'10 I 0.01- ーー

ている。
60 

2. 直径・薬液処理濃度どI古木の大小 50 

Fig.2 にしめすように直径の大なるほど， 大なるWi 40 

木がえられるととがわかる。また，薬液処王1Jl.濃度と p il7 30 

20 

木の大ノj、との関係をみるに， 0.01% の処理のものは，
10 

無処理のものにくらべて，松長で 42~33%，幹長で 64 0 
2-4 5-7 6-12"1l1.11t 

~25% の生育の差をしめしている。 Fig.2 直径・薬液処理濃度と苗木の犬小

植物生長ホルモンによけ発芽・発根が!回訓になり，と 点
4 

の結果， Jn~処理のものにくらべて，大なる市木のえられ

るととは担保できるが，市~の生育には， ){11民・施肥・ 3 

土質・ ??i引!等が重要な!日子と~Itえられるので，軽々に処

理した枯県とは断じえない。
2 

ノ

/ 
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-園田-0

3. 直径・薬液処理濃度と IDi芽数 % 
園田園ー-Qω5

Fig. 3 にしめすように p 当時処理!のものでは直径の大
一- ~o.o l 

きいものほど萌芽数が増加する傾向があるが，有処:E.illの o 
.2-4 5-可 6-12W.1Il 

ものは p 直径の小なるものも，犬なるものと同程度の前 Fig. 3 直径・薬液処理濃度と蔚芽数

芽をみている。 rm芽数の多いととは，ーた代のl17木をつくるためのサシホが多くとれて有利であ

る。
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その 2. ホ)1>=&ン処理した場合，下端切口部位が活着におよぼす影響め

サシホのaHJ製に|怨しては， 下品目の切断位置が佐々)'，f，'J:行に影特を与えるととがあり，チャドイ

ツク氏がかつて 86 紐の植物を!日いて，切断{立世を， (1) 邸の 1/2 0;1'上北，L (2) 首j脊!í， (3) 節の

1/2 吋 fyj!Mの 3 区に分ち実験したが山L

(1) 色j'jの上7Tf官切断にて成和Ll~良なるもの 6% 

(2) 節郁切断にて成総佳良なるもの 19J�' 

倒的の下部切断i二℃成約佳良なるもの 48% 

(4) いやれの伏世にで切断せるが成続fllIミたるか不明のもの 27% 

という紡県をえて去しとれによればサシホの下坊は，部部よりやや離して切る方が，多くの

割合発i:JU'.よろしいというととになる九 筆者ーはとの点につき，英国トヂナシの場合，いかな

る結果がえられるか， 直径 2~4mm の従来サシキに i摂してすてて刷みられなかったサシホ

(長さ 10cm) につき p 試験した結果をつぎに述べる。 Table 3 のごとき条f牛下で， Table 

4 のキII介せで 3 区fUJjの比較試験をたとなった。

6 n 15 fl にしらべたととろ， Table 5 の結果をえた。との1mに千J立差はみとめられない。

すなわち，換言すれば，英国トゲナシのように出所しやすい樹紐にあっては，い-PfLの何所ー

より切断しでも，サシキの市清率に差はみとめられない。また，直径 2~4mm というごく細

い径のサシホでも P ホルモン処理をゐとなえば，実川 (1せに市木をつくるととができる。

Table 3. 

与i n 条 件

場 所|高知県幡多j郡大正町田野々 300 大正試験地

母樟!年令 1 年

採穏期 1 1952 年 12 月初日

指 付 期 |(13ZZA詞47 日(サシホは前日 0 仰の α ナフタリン酷酸ドダに

サシホ切断法 1 馬蹄形切返

指 付 床|際に富む砂質援土

j担込深さ '5cm

埋込距離 IIOcm

管 理 法 日覆・濯水・施肥なし，除草 1 回

Table 4. 

切断部位 l 供試本数 i藷 考

芽の直下 lOO 

芽と芽の中間 100 2-4cm 

切断部位

芽と芽の中間

芽の直下

Table 5. 

活着率

49 

52 
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I゚ ネザシ (Phot. 3~5) 

その1. 根の長さ・亘径組合せ試験日}

Phot. 3 

斜め捕しによる英国トゲナシの

根揮し苗
(1953.10.23 写す)

Table 6 のような長さ・直径の組合

せによし Tab!e 7 の条件下で， 比較

試験主主?となった。

1951 I,t'- 11 H 6 I1 に調べたととろを，

Fig. 4~Fig. 6 にしめず。

1. ;1恨の長さ・白径と活着率 (Fig.4)

活着率は，長さ 18cm で直径 9mm

以上のものが 100%，直径 4、8mm の

Table 6. 

長さ 且径 本数
(cm) (mm) 

4~ 8 20 

18 
9戸~11 20 

11~20 10 

計- 50 

12 同上 同上

6 " 
，~ 

合計 150 

項目

Phot. 4 

水平掃しによる英国トゲナシの

根挿し首
(1953.10.26 写す)

Phot. 5 発根の促進剤として用いるホルモン剤

左はアルフアナフタリン酷酸ソ{グの錠剤

右は粉状のノレートン

Table 7. 

守主 ρ
r
 

場 所高知果幡多郡大正町田野々 300 大E試験地

母積年令 2 年
採穂、時扇 1951 年 3 月 24 日

ネザシの時期 1951 年 3 月 25 日(棋は前日土り土中貯蔵)

根切新法努定狭一方切
掃 床機に富む砂質環土

埋込距離 15cm

t\lI込深さ 3cm
管 理ー 注目覆・教噴・濯71-;. .施砲なし
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Fig. 5 根の長さ・直径と苗木の大小
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ものが 90%" 長さ 12cm のものは也径 9mm 以上の

ものは 70%" 直径 4~8mm のものは 20%" 長さ 6cm

のものでは 35%，以下の抗措率をしめし， 長いものほ

ど，また太いものほど前着率がよい。

直径 4mm 以 l二のものにあっては 18cm 以上，直径

9mm 以上i]Jものでは 12cm 以上の長さがあれば， 悪

条件下にあっては，実用的に74木の養成ができるとJιわ

れる。

2. 棋の長さ・・直径と百木の大ノj、 (Fig. 5) 

同じ旺径のものでは p 長さは長いほど p また同じ長さ

のものでは，直径の大なるものほど市木の生育は良好で、

ある。

3. 棋の也径・長さと萌:~r本数 (Fig. 6) 

I，~じ直径のものにあっては， 長さは長いものほど，ま

たH じ長さのものにあっては，直径のんなるものほど，

Jjjj芽本数は多くなっている。Ü':I径が大でp 長さの長いも

のほど前芽本数が多い o DJf.!f本数が多いと p サシホヵ:多

くとれるから，ーだ代の7Illa木喜どうくるとき有利で、ある。

その 2. 根の長さとpα ナフタリン酷酸ソーダの濃

組合せで，水を吸わせたガ、{ゼ、のJ二に 1'11 1べ ， 25 0 C の定

i宜緋中に， 1951 (, 1'- 3 JJ 27 11 に入れ， 15 H I司ゐよび 30

日 /1 にその発11~率をと調べた (Fig. 7) 。

15 日口の;11 ，I，jべでは p 長さ 3cm， 6cm , 9cm のもの

がp 無処坦JI.が 5%" 0 , 10%，にたいし， O ， 05%，処理のも

のは， 0 , 403ò, 100%，で， O ， l%，処理のものは， 0 , 70 

%，， 55%，の成加をしめしている。 好条1'10下では長さ

6cm 心J.J::のものが実用価値があると忠われる。 長さ

12-20 111,111 6 cm たよび 9cm のものは，両方とも p 薬液処理した

Fig. 6 摂の直径・長さと爾]~本数 ものが， ~n~処理のものにくらべ， 発恨率は良好で、ある

が，濃度についてはさらに検討する余地があると，官、われる。根の 1 本あたりの発担数は Table

9 のとゐり Cp 処理したものの発根量が多い。
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gcl'll 

発根本叡 根数 1 本当 lJ
発根本数

s 

11 11 1.0 Fig.7 根の長さおよび植物生長ホルモン;5 25 1.7 
処理と発芽率26 36 1.4 

B 29 3.6 
20 114 5.7 その 3. ルートン処理による試28 143 5.1 

14 35 2.5 
験5)

11 49 4.5 
現在“J[..ートン"(主成分:Naphtyl 25 84 3.4 

acetamid and special hormone 

ingredient. . . .0.45%, Inert ingredient.. . .99.55%) という名称で，粉状の植物ホルモン

剤が某社より発売されているが，とれを使)IJ して， α ナフタリン酷酸ソーダとの比較試験をゐ

となったととろ，かなり良灯~tJ.成績をえたので，ととに簡単に発表する。用いた根は，当試験

地で養成した 1 年生市木よりとったもので，勢定銃で 10cm に切って丹jいた。直径は 3~6mm

処理の方法は，っき。の 4通りとし，各区 150 本づつを川いた。

(1) 0.1% のアルフアナフタリン酷酸ソーダi街夜に 12 時IlH浸漬処理する(以ド α処理と

略称する)。

(2) 0.01% の α処理

(3) 0.001% の α処理

(4) 持付前に下部切口を“J[..ートン"で、マプす。

とれらの処翌日の後，傑に 1?;む砂í1壌土'L ， 10cm 間隔で， 1952 年 3 ):J 29 日に， 1 区 50 本

ゃっ Randomized Block Method により押しつけた。掃しつけ深さはあr:to'むね 1/2。持ーしつ

けたときiÿil7J~しただけで，あとは濯水・日覆 Tab!e 10. 

処 理 供託手数T7íf-言ご1吾7言主主
一一一一"":'" _!_1.:たもの (%) 

は~となわなかった。

6 月 18 日に制べた幸在来は Table 10 の

と治りである。

JL ~トン 150 

150 

150 

134 O
J
1
a
Q
J
 

C
U
λ

旬
。
。

0.1% 

0.01% 
62 

133 
データは分散分析訟と X~ 法によって検定 仁三01% 150 125 83 
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したが， ç ，)[..，ートンリと α 処旦Hの 0.01%， 0.001% のIi\H乙は有立::l:はみとめられない。政1Jt

の正:jい 0.1% 処f1Hのものは， I明らかに他の也四にくらべ，発供促進作川は劣っている。要する

に“ルートンけを使川しても， α ナブタ i} ン開喰ソーダの 0.01%-0.001% 溶液に 12 時ì: \J

1支改処~Inするもその効洪に有意差はみとめられな L 、。

その 4. 掃しつけ角度と活着率について

i ととでは糾ざしの場合，押しつけの何度と日7(fとの関係をしらべた紡l共通ご越ぺる。

iij，\:験に供した;fl~は，当i試験地で養成した 1 年生前木よりとったもので， 1953 I， I~ 2 J:J 16 日に

理店銑で 10 cm 1C-切って，土中に担めて貯蔵した。

也径は， 3-4mm が 25 イヰ， 4-6mm が 7 本， 6-10mm が 3 本，日，- 35 本をと 1 plot の

本数とした。

-I'M/l 1は 2 n 24 n に， クロールピクリンをとよ手当り 45g 1~川して， .:1二Jj~の j尚治:をなし， 3)J 

14 U にサシホを掘りだして， サシツケ直前に下部切 n を粉状のホルモン剤のルートンでマプ

して後，燥に ?;fむ ìi少~tti~.:J.:に， 10cm i!日隔で， 3 J1 14 Fl I乙， 3 block 11刊の Randomized

B10ck Method によけ:j'Ti しつけた。押しつけ角度はつぎの 2 泊りである。

1. 案門棒で穴をあけ， Phot. 3 のように斜めに押す。

2. Phot. 6~7 にしめずゲタの歯を多くならべたような器具で，了!'il.示に凹71予をつくり，と

のくぼんだととろに棋を横たえ， との伎との出兵をタテ l亡動かして磁土する CPhot. 8~9) 。

Phot. 6 埋根(幹)用器具(上国) Phot. 7 埋摂(幹)用器具(裏面)

Phot. 8 型をつけて根を横たえる Phot. 9 器具をタテに動かして覆土する



英冨トゲナシの挿木による増殖について (兵頭) ;);) 一一

i7t~さは 2~3cm となる。 揮しつけ後充分に

濯水し，シキワラをと施し，あとは日覆・潜水

は去となわなかった。

10 n 29 日にしらべた結果は Tablell の

とj;-... i) でるる。

データは分散分析法ゐよび X~ 法によって

検定したが，押しつけの角度による得荷数に

は有意差はみとめられない。したがって，作

業能率の111い埋根掛具を使用して押しつける

を有利とする。

百摘 要

本試験は ， itJ=樹のすくない英国トゲナシニ

Phot. 10 参考写真 2 年生の英国トゲナシ

(l 953.10.26 写す)

Tab!e 11. 

掃しつけの l 併存試本数角度|同

斜め掃し 105 

水平掃し 105 

活着 活着率
したもの % 

65 62 

57 54 

セアカシヤを ， !lE条件下にむいて， ミキザ、シゐよぴネザ、シにより，はやし多く，ふやすため

に，サシホの直径， 1乏さ，ホルモン処理について試験をたとなった。

試験の結果はつぎのとゐりである。

1. 10 cm 以上の長さで，直径 5~7mm 以上のサシホでは， 90% か， それ以上の活着率

がえられる。

2. サシホの山径が小さいほど， α ナフタリン酷酸ソーダ、で処理する効果はえきい。

3. サシホの下部j切口部{立を，芽と芽との，1q l!Jとしても，芽のすぐドとしても，穂ごしらえ

した後， 0.01% の α ナフタリン酷酸ソーダの溶液に 12 時現ヒタして処理した場合，得苛数

に差はみとめられない。

4. 民さ 18cm 以上か，直荏が 4mm以上の棋を揮すと， 90% 以上の活京率がえられる。

5. ;jl~の下端i切口 tlí位七 O. O1~O.OOl% の α ナフタワン酷酸ソーグi栴夜に 12 時間以上ヒ

タしでも ， 1市'

みとめられない。

6. ミキザシでもネサ、シでも P 山径が大きいほど，長さが長いほど，ナヱは大きくなる。

7. ネザ、シの場合，根会休を地中に埋めても(哩根)，棋の一部を地上にだしても， 日清に

き1=;はたい。
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Masahiro HYODO: On the Propagation of Robinia ρseudoacacia var. 
Umblaculifera by means of Stem-and Root-Cuttings , Especially 

by Treating with Hormone Chemica1. 

R駸um� 

Tnese experiments were conducted upon Robiniαρseudoacacia var. umblacuｭ
lifera , the rare parent tree , for the purpose of propagiatng the species rapidly 
and abundantly by means of stem-and root-cutiing, under the bad condition, in 

connection with the size Cdiameter and length) of material , and effect of 
hormones. 

The result of experiment may be summar包ed as follows: 
1. The rooting percentage reaches 90% or higher for the stem-cuttings of 

more than 10 cm in 1ength and 5~7 mm  in diameter. 

2. The smaller the diameter of stem-cuttings the more effective the treatment 
by α-naphthalene sodium acetate becúme宮.

3. There is no effect on the number of saplings obtained from the stem by 
cutting the bases of stem cuttings at just below the node or between the nodes , 
in case 10羽アer edges of stem-cuttings are treated by soaking in 0.01% solution of 
日・naphtha1ene sodium acetate for 12 hours. 

4. The rooting percentage is higher than 90% for the root-cuttings 18 cm 

in 1ength cr more and above 4 mm  in diameter. 
5. There are no substantial effects upon the rooting percentage whether 

roots are treated by soaking in O.O1 ~O.OO1% solution of α-naphthalene sodimn 
acetate for 12 hours , or treated with “ Rootone" , just before setting in nursery 
beds. 

6. The bigger the diameter and the longer the length of root-and stemｭ
cuttings the larger the size of sap1ings resu1ts. 

7. In the two methods of root-cutting (1. cuttings are entire1y burried in 
soil , and 2. a part of cuttings is placed above the ground) , there is no difference 
in rooting percentage. 


